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22．局所脳循環よりみた髄膜腫の病態生理

核医学　　18巻5号（1981）
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　　　　　　　　　　　　　（東京医大・脳外）
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　目的：133Xe内頸動脈注入法によるrCBF測定を髄膜

腫8例に行ない，その結果を脳血管写，CTスキャン所

見と対比し，局所脳循環動態を比較検討した．

　症例：組織学的に確認し得た髄膜腫8例（大脳鎌2例，

弓隆部3例，芳矢状部2例，蝶形骨縁部1例）．年齢7

例が51歳以上．4例に術後3w目にCBFを再測定した．

　方法：シンチレーションカメラにシンチパック1200を

組み合せ，133Xeをbolusとして選択的に内頸動脈注入

を行なった．CBFはtwo　compartmental　analysisで検

索した．

　結果ならびに考察：①7例に腫瘍部に一致したfocal

hyperamia（平均58．5　m1／100　gr／min）の所見を得た．

　②腫瘍部周辺では，非腫瘍部位に比してrCBFは低下

していた（平均36．1m1／100　grlmin）．

　③術前後のrCBFを比較すると，術後の腫瘍部周辺，

非腫瘍部のrCBFはいずれも減少傾向を示した．

　④術前後の灰白質，白質部のrCBFには一定の相関は

得られなかった．

　腫瘍周辺のCTスキャン上の低吸収域は，　rCBFの

減少を示唆し，かつ術後3w目では，まだ全般的に血流

改善は得られていない．rCBF　functional　mapの観察は，

CTスキャンの低吸収域の解析ならびに，腫瘍近接脳の

循環を知る上で，重要な検査法と考えられた，

23．99mTcMAAによる肺動静脈痕の診断
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　肺動静脈廣は動静脈痩の形態により幾つかの分類があ

る．本症の診断に胸部単純レントゲン写真は最も有用な

助けになるが，約11％はnegative所見であるとされて

おり，また，その陰影像もさまざまである．99mTcMAA

を用い，そのhistogramから本症の診断と肺動静脈痩の

形態の推察を試みた．第1例は1歳10月男児．患側であ

る左肺上のhistogramは急速なpeakへの立ち上がりと

1／2tが2秒以内に急減するpatternを示した．第2例は

6歳男児．右肺中央部の患部のhistogramはpeakへの

立ち上がりが緩慢で，1／2tが症例1に比較して遅く漸

次平衡状態に至った．症例3は3歳女児．左右肺共に急

速な立ち上がりを示しながらいずれもpeakから平衡状

態に入った．本症を99mTc－1abeled　microsphersにょり

診断したSnowらの症例は，われわれの第1例目に該当

するもので，このpatternのみで本症の全てを云々しえ

ない．MAAの径から推察し，第1例目は病理学的に太

い肺動静間の短絡が考えられ，第2例目は大きなaneu－

rysmaを合併し，肺静脈側は比較的細い数少ない血管

に連絡すること，第3例目はいわゆるmultiple　small

arteriovenous　fistulaと考えられる．99mTcMAAの応用

は本症の診断，形態分析のスクリーニング検査として有

用である．なお，症例1，2は手術によ！，症例3は血

管造影などにより確認している．

24．肺RCTの検討
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　肺RCTの臨床的意義について，従来の肺シンチグラ

ム像と比較し検討した．RCTは回転椅子に患者を座ら

せ10°ずつ回転させ36方向の投影データを得る方式で，

一方向のデータ収録時間は2C秒，全検査時間は約12分を

要した．撮影装置はサールLFOV，　RCTは島津シンチ

パック1200で再構成した．マトリックスは64×64，各

voxelの大きさは6×6×6mmである．両検査は99mTc

MAA　6　mCiを背臥位で静注後，連続して行なった．

　対象は昭和55年6月から9ヵ月間に当科にて肺シンチ

グラムとRCTを施行した16例である．両検査結果は16

例中15例で一致し，残り1例ではRCTでのみ異常が発

見された．

　結論として肺RCTはシンチグラム像での左右肺の重

なりを解消するとともに読影の補助手段として有効と考

えた．

　今後さらに症例を重ね，RCTの臨床的意義につい

て検討していきたい．またRCTでは横断像各部位の濃
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